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認知症について正しい
知識をもちましょう

認知機能の低下に
　　　　　気をつけよう

　認知症は現在根治が望めない病気なので、その予防対策は大変重要です。「軽度認知
障害（MCI）」とは認知症の前段階で、軽い記憶障害などはあっても基本的に日常生活
は送れる状態です。この段階で発見し適切に対処すれば、特にアルツハイマー型認知
症への移行を予防または先送りできるといわれています。ちょっとした異変のサイン
を見逃さないようにしましょう。

「軽度認知障害（ＭＣＩ）」の発見と対処が重要です「軽度認知障害（ＭＣＩ）」の発見と対処が重要です

　いちばん多い認知症で特に女
性に多い。脳の全般的な機能低
下が少しずつ進行する。早期発
見と治療で進行を遅らせること
ができる。

アルツハイマー型認知症
　男性に多く、脳梗塞や脳出血
など脳血管障害のあとに発症す
る。高血圧や脂質異常症など脳
の動脈硬化の原因となる病気に
注意が必要。

血管性認知症
　男性に多く、手足のふるえ、
筋肉の硬直などが起こりやす
い。また、実際には存在しな
いものが見える幻視などの幻
覚症状も特徴。

レビー小体型認知症
こう そく

「普通のもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い 認知症は発症を遅らせることのできる病気です

知っておきたい3大認知症の特徴

　認知症とは、さまざまな原因で脳の働きが悪くなって記憶力や判断力などが低下し、日常生活にまで支障
が出る状態で、通常の老化による衰えとは違います。朝ごはんに何を食べたか思い出せないといった体験
の一部を忘れるのは、普通のもの忘れといえますが、朝ごはんを食べたこと自体を忘れてしまう場合は認知
症が疑われます。

　認知症とは、いったん発達した知能が、脳や体の病気によって、生活に支障をきたすまで低下した状態をいい
ます。残念ながら認知症を完全に治す方法はまだ見つかっていません。しかし前段階である「軽度認知障害
（MCI）」の段階で生活習慣を変えることで、認知症の発症を遅らせることができることがわかってきました。
　また、認知症になったとしても、治療や生活習慣、周囲の支援などで、進行を遅らせたり、自分らしく生活する
ことは可能です。

●体験や出来事の一部を忘れるが、体験のほかの記
憶から、忘れた部分を思い出すことができる。

●もの忘れをしている自覚がある。
●人物や時間・場所までわからなくなることはない。

⇒日常生活に大きな支障は出ない

●体験や出来事のすべてを忘れてしまうため、ヒン
トがあっても、思い出すことができない。

●もの忘れをしている自覚がない。
●人物や時間・場所までわからなくなることがある。

⇒日常生活に支障が出る

認知症によるもの忘れ普通のもの忘れ
認知機能

正常な状態

軽度の認知機能
障害の状態
（MCI）

加齢

生活習慣の改善で、
認知機能の低下を
遅らせる

なにもしないと
認知症が進行

かかりつけ医 専門医療機関 地域の相談機関
●地域包括支援センター
●保健センター・保健所
●在宅介護支援センター
　　　　　　　　　　　など

●認知症疾患医療センター
●もの忘れ外来●精神科
●神経科●老年科　など

生活に支障を
きたす状態（認知症）

認知機能障害かもしれないと思ったら
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